
 

 

 

職  務  経  歴  書 

宮城県道路公社職員（土木職・電気職）採用試験用 

氏

名

ふりがな  △△△     △△△ 受験番号※記入しないでください

○ ○ ○ ○ 

 在学期間中のアルバイト等を除き、全ての職務経歴について内容を詳細に記入してください。

勤務先所属・職名 在 職 期 間 職 務 内 容 雇用形態 

○○建設㈱ 

□□部主任 

平成 27 年 11 月 1日から

令和 7 年 12月31日まで

道路・橋梁工事の設計、施工管理 正職員・臨時職員

週４０時間勤務

うち職務に従事していない

期間 

①令和 3年６月６日から 令和 4年１月３１日まで 

②     年  月  日から      年  月  日まで 

無 職 平成 27 年 4 月 1 日から

平成 27年 10月 31日まで

正職員・臨時職員

週  時間勤務

うち職務に従事していない

期間 

①     年  月  日から     年  月  日まで 

②     年  月  日から      年  月  日まで 

△△建設㈱ 

○○部 

平成 19 年 4月 1日から 

平成 27 年 3月 31 日まで

営業、ＣＡＤ業務 正職員・臨時職員

週４０時間勤務

うち職務に従事していない

期間 

①     年  月  日から     年  月  日まで 

②     年  月  日から      年  月  日まで 

   年  月  日から

   年  月  日まで

正職員・臨時職員

週  時間勤務

うち職務に従事していない

期間 

①     年  月  日から     年  月  日まで 

②     年  月  日から      年  月  日まで 

   年  月  日から

   年  月  日まで

正職員・臨時職員

週  時間勤務

うち職務に従事していない

期間 

①     年  月  日から     年  月  日まで 

②     年  月  日から      年  月  日まで 

 

週35時間以上の勤務を１年以上継続して勤務した職務経験年数 

※職務経験年数が5年以上ない場合は、申し込むことができません。 

※通算した職務経験のうち、3 か月を超えて職務に従事していない期間（産前産後休暇を除く。）

がある場合は、その期間を除いて通算してください。 

通算９年９月５日 

（注意事項）１ 勤務先が同じでも所属や職務内容が変わった場合は、別の行に記入してください。  

２ 書き切れない場合は、この様式をコピーして別の用紙に記入してください。 

「週35時間以上の勤務を１年以上継続して勤務した職務経験年数」 

 ・全ての職務経歴を記入してください。 

 ・「職務経験」に該当する業務の例は、採用試験案内「２ 受験資格⑴」の(注)を参照してください。 

 ・複数の勤務経験がある場合は、「職務経験」として通算することができますが、個々の継続した勤務経験が1年未満の場合は 

「職務経験」として通算できません。 

 ・1 年以上継続した勤務経験のうち、複数の１か月未満の日数を通算する場合は、30 日を１か月として計算してください。 

職務経歴書記入例 
記入には全て黒インク又は黒ボールペンを用い、間違いのないようにハッキリと 

ていねいに、かい書で書いてください。数字は算用数字とします。 

「職務内容」 

できるだけ詳しく記入

してください。 

「在職期間」 

在職中の職務に従事し

ていない期間を含め記

入してください。 

「うち職務に従事して

いない期間」 

在職中の職務に従事し

ていない期間を記入し

てください（産前産後休

暇を除く。）。 

「記入例の通算９年９月５日の考え方」 

①　○○建設㈱での職務経験「10年２月０日」を算入。 
② ①から職務に従事していない期間（令和 3 年 6 月 6 日から令和 4 年 1 月 31 日まで）のうち、３ヶ月を超えた期間（令和 3年 9月 6日から令和 4年 1月 
  31日）の「０年４月２５日」を除きます（３ヶ月を超えない期間（6月6日から9月5日の３ヶ月間）は、職務経験期間に含みます）。 
③ △△建設㈱での職務経験は、従事した職務内容が、公社が指定する職務経験に該当しないことから、カウントしない。 

①－②＋③により通算９年９月５日となる。 


